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  オリゴフェニレンエチニレン(OPE) 誘導体の単分子スイッチ現象や負性微分コンダクタンス特

性が多数報告されており、分子素子への応用が期待されている[1,2]。これまでに我々は走査型ト

ンネル顕微鏡(STM)を用いて、Au(111)上のアルカンチオール自己組織化単分子膜中に挿入したニ

トロ OPE 誘導体において、単一分子の統計的スイッチ現象を観察してきた[2]。本発表では、チオ

ール基を有する OPE 誘導体に保護された Au ナノ粒子を新たに合成し、STM 観察、STS 測定を行

ったところ、単一の Au ナノ粒子において統計的スイッチ現象を観察したので報告する[3]。 

 チオール基を有する OPE 誘導体の構造式を Figure 1(a)に示す。平均コア粒径 2.1 nm の OPE 誘

導体保護 Au ナノ粒子を化学合成し、Au(111)基板上に Au ナノ粒子を直接化学吸着させた。超高

真空 STM を用いて 100 K 下で Au ナノ粒子を連続して STM 像観察した。さらに、観察された Au

ナノ粒子上で走査トンネル分光(STS)測定を行った。 

 Figure 1(b)に二重トンネル接合の模式図を示す。STM 探針/真空層/OPE 誘導体/Au コア/OPE 誘

導体/Au(111)基板からなる二重トンネル接合が形成されている。Figure 2 に OPE 誘導体保護 Au ナ

ノ粒子の連続したSTM像を示す。Auナノ粒子が明滅する統計的スイッチ現象が観察されている。

Au ナノ粒子の STS 測定による電流-電圧特性については当日議論する。 
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Fig. 1 (a) Molecular structure of  

thiol-functionalized OPE derivative 
(b) Schematic image of  

the double-barrier tunneling junctions. 

 
Fig. 2 Successive STM images of  

single OPE-protected Au nanoparticle 
 

第 60 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2013 春　神奈川工科大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

28a-B9-9

09-059


